❒建築物に設ける建築設備等の設計方針❒
【火気使用室（法第 28 条）】

· 火気使用室に設ける換気扇の有効換気量は建築基準法施行令第 20条の 3の数値を満たす。
（有効換気量の計算を裏面に記載すること。）

【シックハウス対策（法第 28 条の 2）】
· 内装の仕上げに用いる建築材料は、全て F☆☆☆☆を使用する。
· 給気口、排気口（排気口で換気扇を設けた箇所は除く）には防虫網等を設ける。
· 24時間換気の有効換気量は建築基準法施行令第 20条の 8の数値を満たす。
（有効換気量の計算を裏面に記載すること。）

【電気設備（法第 32 条）】

· 電気設備については、電気事業法により施工する。

【建築材料の品質について（法第 37 条）】

· 法第 37 条の指定建築材料は、全て日本産業規格又は日本農林規格に適合したものを使用する。

【給湯設備について(給湯設備を使用する場合) （令第 129 条の 2 の 3）】

· 給湯設備は、H12 建告 1388 号に基づき施工する。 

【配管設備について（令第 129 条の 2 の 4）】 

· 配管設備は、建築基準法施行令第 129 条の 2 の 4 に基づき施工する。
【圧縮天然ガスについて(圧縮天然ガスを使用する場合)】 

· 高圧ガス保安法第 24 条に基づき施工する。

【ガス設備について(都市ガスを使用する場合)】 

· ガス事業法第 162 条に基づき施工する。

【水道について(水道を使用する場合)】

· 水道法第 16 条に基づき施工する。

【下水道について(下水道を使用する場合)】

· 下水道法第 10 条第 1 項及び第 3 項に基づき施工する。
· 東京都下水道条例第3条に基づき施工する。

【プロパンガスについて(プロパンガスを使用する場合)】 

· 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第 38 条の 2 に基づき施工する。

＜設計者＞
　　　　　　　　　　資格：（　　　）建築士　（　　　　　　　）登録　第（　　　　　　　）号

　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

❒建築物に設ける建築設備等の計算書❒
【火気使用室（法第 28 条）】
· 火気使用室に設ける換気扇の有効換気量(V)算定式

V(㎥/h)=N×K×Q=　　　　　　×0.93×　　　　　　=             ＜
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑使用換気扇排気量　 
　　　　 


【ガス消費器具】(該当する項目にチェックすること)

· ガス給湯器　　□屋外に設置する

　　　　　　　　　□屋内に設置する

　　　　　　　　　　　　　　□開放式(小型5号湯沸器等)～上記の換気風量(V) に加算する。

　　　　　　　　　　　　　　□密閉燃焼式～給排気筒の先端は屋外に開放する。外壁貫通部は

排気ガスが屋内に流れ込まないよう隙間を埋める。

【シックハウス対策（法第 28 条の 2）】
・24時間換気の有効換気量(V)算定式
V(㎥/h)=n×A×h=　　　　　　 ＜
↑使用換気扇排気量

(裏面へ続く)





























K:理論廃ガス量　（単位　㎥）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


Q:ガステーブル等の燃料消費量　（単位　kW）�N:壁付換気扇（= 40）


レンジフード換気扇（= 30）





※火気使用室が複数ある場合は、


換気計算書を作成し添付すること。

















n:住宅等の居室（= 0.5）


  その他の居室（= 0.3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


A:居室の床面積　（単位　㎡）�h:居室の天井高さ（単位　ｍ）





※24時間換気のための換気扇が複数ある場合は、換気計算書を作成し添付すること。








